令和４年度事業報告書
　　令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで
特定非営利活動法人　岡山マインド「こころ」
１、事業の成果
令和４年度、私たちは以下の事業を行いました。平成30年7月西日本豪雨災害と長引くコロナ禍によって赤字が続いておりました「地ビール醸造・販売事業」は、本年度末をもって「真備竹林麦酒醸造所」を廃止することとなりました。「真備竹林麦酒」の醸造機材をはじめ、「商標」ブランドも含めて、全てを醸造所で働かれてきましたM氏に移譲し、無事独立されました。12年間、まちのみなさんに可愛がられた「真備竹林麦酒醸造所」は私たちとまちを繋ぎ、ひとつの役割りを終えました。今後、私たちは小売酒販の「真備竹林酒店」と飲食店舗「Beerまび」は残し、新たな一歩を模索します。
少しずつコロナ禍の収束が見えてきた中、各種イベントや講演会等の再開が始まりましたが、まだまだ少なく、マインドの当事者活動は全盛期の三分の一程にとどまっています。
　マインド作業所が整備予定の製麦プラントも、コロナ禍と収束が見えないウクライナ情勢により未だに整備のメドが立たない状況が続いています。コロナ禍が収束するのをひたすら待ちながら、まちへの土着を目指した一年でした。
１　心の｢病｣をかかえた当事者・家族並びに市民への相談事業

　平成19年度から始めた「テーブルまび」も丸15年を迎えました。「テーブルまび」から派生した高齢・障害・児童分野の事業所・医療機関、行政、ボランティア等で集まり話し合う「真備連絡会（真備地区関係機関・事業所等連絡会）」も、西日本豪雨災害後には約30団体が集まる顔が見える集まりに育ち、コロナ禍の中でも毎月第二木曜日にZOOMを使いながら開催され、地域課題の共有を行っています。「テーブルまび」も毎月第三日曜日に継続しています。

２　心の｢病｣をかかえた当事者・家族と市民の交流事業

　本年度は、コロナ禍の中で箭田まちづくり推進協議会と共催する「まちコン」も、小規模に箭田分館と駐車場で数回開催できましたが、飲食を伴う内容は中止となりました。この他にも箭田まちづくり推進協議会との地域連携防災訓練を2回開催し、箭田まちづくり推進協議会との交流はより深めることができました。
　また、マインド作業所で「駄菓子屋」を第1第3土曜日に開催し、近隣の子どもたちや若い母親が大勢来所してくれるようになりました。先日の3月18日（土）には、はじめて「駄菓子屋」とフリーマーケットを同時開催し、100名程の来場者があり、当事者のみなさんとの交流も盛んに行う事ができました。
３　互いに楽になれるような研修・啓発活動事業（マインド作業所の当事者活動）
≪２０２２年≫
・4月10日（日）　　第1回テーブルまび2022　　（12名参加）
・4月14日（木）　　第1回真備連絡会2022ZOOMミーティング
・4月15日（金）～16日（土）　　球磨川へ（人吉市、坂本町）　矢吹さん、石塚さん、多田
・4月23日（土）　　小田川河川敷草刈り2022開始・・・以降28回実施
・4月30日（土）　　10年を振り返る会（8回目）・・・早崎さんの神出病院の話

・5月1日（日）　　マインド防災訓練（マインドホーム中庭にて）
・5月5日（木・祝）　真備美しい森　鯉のぼりフェスタ出店（渡辺さん、矢吹さん）と音響係
・5月8日（日）　　土師谷溝掃除に参加（湯浅さん、矢吹さん、武内さん、藤本さん、多田）
第2回テーブルまび2022
・5月11日（水）　　第１回かけはし会議2022
・5月12日（木）　　第2回真備連絡会2022ZOOMミーティング　　（23名参加）
・5月18日（水）　　第１回マインド親子クラブ2022（フラワーアレンジメント：マインド作業所）

・5月22日（日）　　箭田地区地域連携防災訓練（小田川河川敷）
・5月26日（木）　　連島の被災者の方の引っ越し支援（渡辺さん、矢吹さん、多田）

・5月28日（土）　　10年を振り返る会（9回目）・・・塩出さんの話
・6月4日（土）～5日（日）　真備重機隊 重機講習へ参加（酒賀さん、多田）
・6月8日（月）　　 第2回かけはし会議2022
・6月9日（木）　　 第3回真備連絡会2022ZOOMミーティング　　（23名参加）
・6月12日（日）　　第3回テーブルまび2022　　（11名参加）
　　　　　　　　　　Ａさんマインドホーム１へ入居
・6月18日（土）　　Ｗさん、精神科医療センターへ入院
・6月27日（日）　　箭田まちづくりと真備連絡会合同防災訓練：小田川河川敷
・6月30日（木）　　こころほっとサポーター合同研修会講師　（大津寄、塩出、矢吹、早崎、荒金、山磨）
・7月10日（日）　　第4回テーブルまび2022　（14名参加）
・7月13日（水）　　第3回かけはし会議2022
・7月14日（木）　　第4回真備連絡会2022ZOOMミーティング　（22名参加）
・7月16日（土）　　まちコン（箭田分館）に、子ども向けゲームコーナー出店

・7月20日（水）　　ノートルダム清心大学講演会へ（早崎、矢吹、塩出、稲垣、荒金、多田、国富、藤本）
・7月23日（土）　　地ビールと音楽の夕べ　駄菓子屋開始！　（100名参加）
・8月2日（火）　　 水島財団へ訪問（塩出、矢吹、多田、石塚）

・8月6日（土）　　 駄菓子屋開店（2回目）
・8月8日（月）　　語り部ネットワーク・「七夕会」講話（プラザ坪田にて）関西福祉大学の学生さん16名
・8月10日（水）　　第4回かけはし会議2022
　　　　　　　　　　Ｔさん退所される
・8月14日（日）　　第5回テーブルまび2022　　（9名参加）
・8月18日（木）　　第5回真備連絡会2022ZOOMミーティング

・8月25日（木）　　コロナ陽性者3名感染、隔離開始
・8月20日（土）　　駄菓子屋開店（3回目）
・8月27日（土）　　10年を振り返る会（10回目）

・8月31日（水）　　Ｗさん退所される
・9月4日（日）　　 日本臨床心理士会　医療保健領域研修会ZOOM講演（矢吹、多田）
・9月8日（木）　   第6回真備連絡会2022ZOOMミーティング　（27名参加）
・9月11日（日）　  第6回テーブルまび2022　　（11名参加）
・9月14日（水）　　第5回かけはし会議2022　社協の宇喜多さん参加
・9月17日（土）　　駄菓子屋開店（4回目）　子どもたち大勢来所！

・9月19日（月・祝）　台風14号の接近に備えて、「Beerまび」を福祉避難所として開設（初）
・9月24日（土）　  10年を振り返る会（11回目）
・10月1日（土）　　駄菓子屋開店（5回目）
・10月6日（木）　　箭田分館ガラス飛散防止フィルム貼り開始
・10月9日（日）　   第7回テーブルまび2022　（Beerまび）
・10月12日（水）　　第6回かけはし会議2022

・10月13日（木）　  第7回真備連絡会2022ZOOMミーティング　（16名参加）
・10月15日（土） 　 駄菓子屋開連（6回目）
・10月20日（木）　  第2回マインド親子クラブ（真備総合公園にて）　4組の親子参加
・10月22日（土）　 「精神病院つばき荘」上映会参加（塩出、平松、矢吹、大津寄、国富、武内）
・10月28日（金）　  新田中学校にてマインド講演会（山磨、荒金、矢吹、塩出、平松、早崎、湯浅）
・11月1日（月）　　 Oさん長屋入居

・11月5日（土）　   小田川河川敷 麦まき体験イベント主催（ホハルと）　綱引き、相撲、BBQ　59名参加
　　　　　　　　　　  駄菓子屋開店（7回目）

・11月6日（日）　 　箭田分館花壇　花植え（環境委員のみなさんと）
・11月7日（月）　   倉敷神経科病院 音楽交流会（72回目）　運動場にて（大津寄、平松、矢吹）
・11月9日（水）　　 第7回かけはし会議2022
・11月10日（木）　  第8回真備連絡会2022ZOOMミーティング

・11月12日（土）　  ホハルガレージセールへボランティア（矢吹、山口、武内）
・11月13日（日）　  第8回テーブルまび2022　

・11月16日（水）　  スマイルの会（瀬戸内市）講演会へ　（矢吹、塩出、荒金、早崎、大津寄、平松）
・11月19日（土）　  駄菓子屋開店（8回目）
・11月20日（日）　  川崎医療福祉大学にて「べてる当事者研究」へ参加
　　　　　　　　　　  箭田文化祭へ出品（早崎、田中、森上）
・11月23日（水・祝）　箭田地区地域合同防災訓練（箭田小にて）　（矢吹、荒金、多田）
・11月26日（土）　  10年を振り返る会（12回目）
・12月3日（土）　　 駄菓子屋開店（9回目）
・12月4日（日）　　 岡山県障害者権利擁護セミナー講演会　（矢吹、塩出、荒金、山口、大津寄、山田）
・12月8日（木）　   第9回真備連絡会2022ZOOMミーティング　（23名参加）
・12月11日（日）　  第9回テーブルまび2022
・12月14日（水）　　第3回マインド親子クラブ（クリスマス飾り作り・作業所にてリンクフラワーさん）
　　　　　　　　　　　第8回かけはし会議2022　　（12名参加）
・12月17日（土）　　川大実習報告会ZOOMに参加（矢吹、早崎、大津寄、多田、武内）
　　　　　　　　　　　駄菓子屋開店（10回目）

・12月23日（金）　　石塚さん出版記念セミナーへ矢吹さん参加（美観地区 語らい座にて）
・12月26日（月）　  Ｍさん退所される
　　　　　　　　　　　防災演劇ワークショップ「おいぼっけし」参加（平松、矢吹、荒金、橋本）

・12月29日（木）　　作業所もちつき、大掃除

≪２０２３年≫
・1月1日（日）　　  初詣（八田神社　　10名参加）
・1月2日（月）　 　 新春ドライブ（高知県　足摺岬）　（山田、大橋、平松、大津寄、矢吹、多田）
・1月7日（土）　　　駄菓子屋開店（11回目）

・1月8日（日）　　　第10回テーブルまび2022（Beerまび）　（14名参加　劉さん（大阪大学））
・1月11日（水）　　 第9回かけはし会議2022
・1月12日（木）　   第10回真備連絡会ZOOMミーティング2022　（21名参加）
・1月16日（月）　　 第1回ピアサポート・コアメンバー会議（市民活動センター211）　（13名参加）
・1月21日（土）　　 駄菓子屋開店（12回目）　20名程来店
・1月26日（木）　　 第2回防災演劇ワークショップ「おいぼっけし」参加（矢吹、荒金、平松、橋本）

・2月4日（土）　　　麦踏みイベント（河川敷・矢吹、荒金、国富、藤本、荒井、多田、多田京）
　　　　　　　　　　  駄菓子屋開店（13回目）　お客さん大勢
・2月8日（水）　　　第10回かけはし会議2022
・2月9日（木）　　　第11回真備連絡会ZOOMミーティング2022　（13名参加）
・2月11日（土）　　 ホハル地域食堂へ応援（山口、矢吹、武内）
・2月12日（日）　　 第11回テーブルまび2022　　（10名参加）
・2月17日（金）　　 第2回ピアサポート・コアメンバー会議　　（9名参加）
・2月18日（土）　　 駄菓子屋開店（14回目）　
・2月23日（木）　　 防災演劇「おいぼっけし」発表会へ　（矢吹、荒金）
・3月4日（土）　　　駄菓子屋開店（15回目）
　　　　　　　　　　  Ａさん退所
・3月8日（水）　　　第11回かけはし会議2022
・3月9日（木）　　　第12回真備連絡会ZOOMミーティング2022　（17名参加）
・3月11日（土）　　 「精神病院のない社会」上映会 + 大熊一夫さんと対談　（早崎、塩出、矢吹、多田）
・3月12日（日）　   第12回テーブルまび2022　（8名参加）
・3月16日（水）～19日（日）　マービー展示室にて「数珠つなぎ」展示

・3月18日（土）　　 駄菓子屋開店（13回目）+ フリーマーケット（初回）　大盛況
・3月24日（金）　　 第3回ピアサポート・コアメンバー会議　（8名参加）
４　「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」による障害福祉サービス、並びに地域生活支援事業に係る事業
≪グループホーム運営事業≫
　　マインドケアホーム・グループホーム事業所として開設し、本年5月1日で丸12年目を迎えました。昨年度末で被災前とほぼ同じ22部屋まで復旧することができましたが、急に退所される方が続き、年度末で19名の入居者の方々が利用されています。経営的にはやや苦しい状態ですが。コロナ禍の中で無理をせず運営してきました。多くの方々のご支援と、マインドの当事者・スタッフの方々のおかげで、「共に守る」という理念を継続し、新しく入居された方々への非常に手厚い関わりも行いながら、被災前にも増してまちの風景に溶け込みつつあります。コロナ禍で長期入院者を受け入れることができていないので、この部分を補完しつつ、災害時にまちの資源として役立つよう、安定と継続を目指しました。
　　コロナ禍の中で、感染者が3名出たこともありましたが、個室空間での隔離を徹底して、クラスターに至
る前に収束させることもできました。これもグループホームのスタッフのみなさんの献身的な支援と、入居者の方々の協力によって成し得たことと思います。
　　
≪マインド作業所運営事業≫
本年度もコロナ禍の影響が大きく、当事者活動がほぼ休止に追い込まれましたが、後半からは活動の規制も徐々に緩和され、講演会等にお声をかけていただき始めました。西日本豪雨災害で被災した後、まちのみなさんとの関係が深まり、箭田まちづくり推進協議会の活動に当たり前のように参加できるようになったことは、「土着」を目指すマインドの活動がまちづくりに向かっている証拠です。
本年度は7月23日より第一・第三土曜日に「駄菓子屋」を開始し、地元の小学生や若い母親、ご近所の方々が大勢お越し下さるようになり、「マインド親子クラブ」も3回開催することができました。
また製麦プラントは外国製を諦め、鹿児島の（株）大脇エンジニアさんと国産の製麦プラントの開発に着手しましたが、こちらも原材料の高騰と、見積もりが出ない状況が続いています。
箭田まちづくり推進協議会と協働する小田川河川敷の草刈りは継続し、一年を通じて28回、土曜日の15時から約2時間行い、河川敷の樹林化防止活動を行いました。令和5年度末に完成予定の復興防災公園をはじめ、小田川河川敷を使った「小田川かわまちづくり計画（倉敷市と国交省が締結した）」の今後を見すえて、公園と河川敷の自主管理を行う組織の一員として参加することを目指しています。
本年度末をもって廃業した「真備竹林麦酒醸造所」からのビール瓶のラベル製作・貼り付け作業は徐々に縮小し、完全に終えました。コロナ禍で倉敷神経科病院との音楽交流会は、秋に一度だけ病院の運動場で開催できました。屋外で行う箭田分館花壇の管理を続けて、地元のお役に立つ活動はできるだけ継続しました。
５　地ビール醸造・販売・並びに小売酒販、飲食業等、障害者支援に係る事業
　地ビールの醸造・販売事業も12年目に入りましたが、3月31日をもって「真備竹林麦酒醸造所」は廃業いたしました。西日本豪雨災害からコロナ禍を経て、大きく赤字が膨らんだことが大きく影響しました。「真備竹林麦酒」のブランド・商標は醸造責任者の守屋寛人さんが独立して株式会社真備竹林麦酒を設立され、ブランド全てを引き継いで下さることとなり、そちらへレシピや醸造資機材等、全て無償で譲渡しました。小売酒販店「真備竹林酒店」と料飲店「Beerまび」は残し、今後の再開に向けて新たに試行錯誤をする期間を持ちます。
６　その他この法人の目的を達成する事業
1 ：「マインド通信」の発行は随時となりましたが、作業所スタッフの岡崎さんが中心に編集・制作される形が定着し、本年度はマインド通信Vol.191号を発刊しました。発行部数は１６０通となっています。
2 ：「くらしきモデル」「くらしき物語」準備事業、製麦プラント整備運営事業
　　　　　　倉敷市内に小規模作業所（地域活動支援センターⅢ型）と精神障害者のグループホームをセットで整備する「くらしきモデル」と、その作業所へ倉敷生まれ（岡山大学資源植物科学研究所・倉敷市、が開発した）の大麦を真備町で収穫し、その大麦を倉敷（真備町）で製麦（製麦プラントを整備して）・醸造する正真正銘の「地」ビールを供給する「くらしき物語」をセットにしたモデルプランを進めておりましたが、西日本豪雨災害とコロナ禍の中で現在休止中です。
　　　　　　製麦プラントは鹿児島の焼酎製造機器メーカーである株式会社大脇エンジニアリングと共同で国産製麦機の開発を試みていますが、部品調達の問題とウクライナ情勢による円安にて原材料価格な高騰し、見積もりが出ない状況が続いており、今後の目途が立たない状態です。
2、 事業の実施に関する事
①（特定非営利活動に係る事業）
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	心の「病」をかかえた当事者・家族並びに市民への相談事業
	「テーブルまび」を開催
	毎月第二日曜日

13時~15時
	Beerまびにて
	６名
	当事者・家族・市民等のべ１００名
	　　　　０

	
	「真備連絡会」の開催

	毎月第２木曜13時半～15時
	お互いさまセンターZOOM
	３名

	町内医療・福祉関係事業所職員２４０名
	　　　　０

	心の「病」をかかえた当事者・家族と市民の交流事業
	地ビールと音楽の夕べ」開催
（駄菓子屋開始）
	7月23日（土）
	箭田分館駐車場
	２０名
	地域住民・関係者
１００名
	　　　　０
（マインド作業所の事業）

	互いに楽になれるような研修・啓発活動事業
	「障がい」当事者による体験発表・講演会等の語り部
	随時


	依頼先


	　　　　１０名


	一般市民・当事者・家族

５００名
	　　　　０
（マインド作業所の事業）

	「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」による障害福祉サービス、並びに地域生活支援事業に係る事業
	マインドケアホーム・グループホーム運営事業
	年間を通じて毎日

	町内


	スタッフ
：１４名


	入居者：１９名（４名の退去と３名の入居あり）
	５８，６６１

	
	マインド作業所運営事業
	（火）（木）（土）(日)の週４日間開所
	マインド作業所

	スタッフ：３名

ピアスタッフ
：４名
支援ワーカー
：１名
	利用者のべ
２，１６７名
	　７，３３１

	地ビール醸造・販売、並びに小売酒販、飲食業等、障害者自立支援に係る事業
	地ビールの醸造・販売
	随時
	自社工場
	スタッフ：１名
	当事者・家族

２０名
	　２，３００

	
	真備竹林酒店での酒類販売
	随時
	自社店舗
	スタッフ：２名

ピアスタッフ：２名
	当事者・家族

２５名
	　４，１９２

	
	「Beer」まびの運営
	休止中
	自社店舗
	　　　　　　０
	　　　　　０
	　　　　０

	その他この法人の目的を達成する事業
	会報発送


	年２回
	マインド作業所
	　　　　５名
	１６０通
	　　　　０
（マインド作業所の事業）

	
	「くらしきモデル」「くらしき物語」準備事業
製麦プラント整備運営事業
	休止中
	倉敷市内
	　　　　　　０
	　　　　　０
	　　　　０

	
	お互いさまセンターとの協働事業
	随時
	倉敷市内
	スタッフ：１名
当事者：２名
	市民：２０名
	　　　　０
（マインド作業所の事業）


